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一 般 会 計 決 算
　令和３年度一般会計の決算額は、歳入総額78億2,020万円、歳出総額74億
1,723万円、歳入歳出の差引が４億297万円となりました。このうち翌年度へ繰
越して実施する事業の財源1,024万円を差し引いた実質収支額は、３億9,273万
円の黒字となりました。前年度と比較すると、歳入は２億4,020万円（3.0％）
の減、歳出は４億5,242万円（5.7％）の減でした。
　歳出では、住民税非課税世帯等及び子育て世帯に対する臨時特別給付金事業が
３億701万円の増、新型コロナウイルス感染症対策費が5,880万円の増となりま
したが、特別定額給付金事業が13億561万円の皆減となりました。歳入では、事
業に関連して増減となったものを除くと、地方交付税３億6,952万円の増、繰越
金１億7,576万円の増などがあります。

●一般会計積立金現在高
区　　　分 令和２年度末 令和３年度中増減 令和３年度末

財政調整基金 7億2,229万円 7,160万円 7億9,389万円
減債基金 5,402万円 ２万円 5,404万円
役場庁舎建設基金 4億4,313万円 2億6,534万円 7億 848万円
学校建設基金 6,594万円 ▲410万円 6,184万円
その他の基金 2億7,146万円 1,355万円 2億8,501万円

合　　　計 15億5,684万円 3億4,641万円 19億 325万円

●一般会計町債現在高
区　　　分 令和２年度末 令和３年度中増減 令和３年度末

臨時財政対策債 26億 130万円 ▲8,825万円 25億1,305万円
過疎対策事業債 25億7,803万円 ▲7,640万円 25億 163万円
その他一般会計債 8億7,116万円 ▲5,600万円 8億1,516万円

合　　　計 60億5,049万円 ▲2億2,065万円 58億2,984万円
※端数の四捨五入により合計額が一致しない場合があります

歳入 78億2,020万円
町税内訳

町税
13億2,615万円

地方交付税
27億6,692万円

譲与税、交付金
4億1,085万円

その他
5億6,558万円

国庫支出金
14億4,830万円

県支出金
8億1,335万円

町債
4億8,904万円

入湯税 256万円

軽自動車税
3,823万円

町たばこ税
1億2,971万円

町民税
5億8,734万円固定資産税

5億6,830万円
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区　　　　　　分 収　入 支　出 差　引
国 民 健 康 保 険 事 業 16億1,712万円 15億6,964万円 4,748万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億8,139万円 1億7,836万円 303万円
介 護 保 険 事 業 17億9,920万円 17億1,880万円 8,040万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 923万円 836万円 87万円
下 水 道 事 業 3,006万円 3,006万円 0万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 2億7,857万円 2億3,773万円 4,084万円
資 本 的 収 支 5,630万円 1億6,544万円 *▲1億 914万円

＊　�水道事業の資本的収支で、収入が支出に対して不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
　当年度分損益勘定留保資金、建設改良費積立金で補てんしました

町民１人あたりでは･･･（令和４年３月31日現在の人口12,526人で計算）

令和３年度特別会計決算

科目の説明
議 会 費 議会運営のための経費
総 務 費 庁舎管理や戸籍、選挙などの経費

民 生 費 高齢者や障がい者、子育てなど
を支えるための経費

衛 生 費 ごみ処理や健康づくり、病院な
どにかかる経費

農林水産業費 農林水産業の振興のための経費
商 工 費 観光や商工業の振興のための経費
土 木 費 道路や川の整備、除雪のための経費
消 防 費 消防や救急、防災のための経費

教 育 費 学校教育、スポーツや文化など
のための経費

公 債 費 借入金を返済するための経費

≪納めた町税≫
町 民 税 46,890円

固 定 資 産 税 45,370円

町 た ば こ 税 10,356円

軽 自 動 車 税 3,052円

入 湯 税 204円

合 計 105,872円

74億1,723万円歳出

総務費
7億6,981万円

民生費
23億3,014万円

衛生費
10億5,427万円

農林水産業費
1億5,330万円

商工費
1億6,435万円

その他 4億6,125万円 議会費 6,638万円

土木費
4億7,467万円

消防費
5億3,526万円

教育費
6億8,059万円

公債費
7億2,721万円

（うち原子力立地給付金配分調整による
　積立役場庁舎建設基金　1億2,630万円）

≪使われたお金≫
民 生 費 186,025円 商 工 費 13,120円
衛 生 費 84,167円 農林水産業費 12,238円
総 務 費 61,457円 議 会 費 5,300円
公 債 費 58,056円 そ

の
他

諸支出金 35,673円
教 育 費 54,334円 労 働 費 1,077円
消 防 費 42,732円 災害復旧費 73円
土 木 費 37,895円 合 計 592,147円
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　町文化財保護審議会による「のへじ検定」が９
月27日、野辺地中学校で実施されました。これ
に先だち13日には、同審議会副会長の鈴木幹人
氏を講師に対策講座が行われ、生徒たちは町の歴
史や文化、自然などを学びました。検定には、同
校１年生の生徒70人が合格を目指して検定に挑
みました。
　今年の「のへじ検定」は、今後町内３小学校・
野辺地高校で開催するほか、一般向けの検定も行
う予定です。

　町内の園児や小学生らを対象とした町内なぞ
解きまち歩き事業が９月23日に実施されました。
当日は歴史民俗資料館で、町内の寺院や史跡計
３か所に関するなぞ解きなどを行ったほか、中
央公民館で、野辺地中学校美術部員の補助を受
けながら縄文くららのトートバッグ作りなどに
も挑戦しました。
　参加した子どもたちは「野辺地町を好きになっ
た」と感想を述べ、町への愛着を深めていました。

ふるさとに詳しくなろう！
ご当地検定「のへじ検定」開催町内なぞ解きまち歩き事業

給食サービス「ことぶき会」第72回　社会を明るくする運動
～メッセージ伝達式・書道展表彰式～

のへじ検定を受検する生徒歴史民俗資料館で土偶（愛称くらら）の説明を聞く参加者

　野辺地地区保護司会・野辺地地区更生保護女
性会が10月９日、社会を明るくする運動の内閣
総理大臣・青森県知事メッセージ伝達式を中央
公民館で実施しました。
　また、同事業に関する児童・生徒書道作品展
表彰式も行われ、町内の生徒・児童27名が表彰
されました。
　この活動は、犯罪や非行のない安全で安心な
明るい地域社会を築くことを目的として実施さ
れています。

　野辺地町社会福祉協議会（柴崎民生会長）主
催による給食サービス「ことぶき会」が９月22
日、まかど観光ホテルで実施され53名が参加し
ました。
　会場では、出席者に弁当が配布されたほか、
町のことを題材とした〇・×クイズやささ踊り
保存会の音頭でささ踊りが披露され、参加者も
踊りの輪に加わり会場を盛り上げました。
　この事業は、70歳以上の一人暮らしの方を対
象に、年１回余興等を通して、交流や親睦を図
ることを目的として実施されています。

書道作品の表彰を受けた児童・生徒たち ささ踊りを踊る町長と参加者たち
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　町教育委員会が、町内の日本遺産を巡るまちあ
るき「のへじ港町歴史さんぽ～北前船寄港地を歩
いてみよう～」を10月６日に実施しました。
　当日は町内外から11名が参加し、町歴史を探
る会の鈴木氏をガイドに、旧野村家住宅離れ（行
在所）や野辺地八幡宮等を歩いて巡り、当町と北
前船の繋がりについて学びました。
　参加者からは、「普段見落していた町の文化財
に気付くことができた」「野辺地の歴史や文化に
ついてもっと知りたい」などの感想が寄せられま
した。

　野辺地消防署が、秋の火災予防運動防火セレ
モニーを10月12日にサンデー野辺地店駐車場で
実施しました。
　セレモニーでは、野辺地カトリック幼稚園幼
年消防クラブ員による鼓笛隊演奏を披露したほ
か、ポンプ操法では、元気な掛け声とともに登
場して放水訓練を行いました。
　園児たちは「消防クラブ員として町内に防火
の輪を広めます」と防火の誓い述べ、地域の方々
に火災予防を呼びかけました。

「のへじ港町歴史さんぽ
～北前船寄港地を歩いてみよう～」開催秋の火災予防運動防火セレモニー

100歳おめでとうございます！

町へのご寄附ありがとうございました

町教育委員会委員

野辺地八幡宮・林宮司から金刀比羅宮について説明を受ける参加者ポンプ操法を行った園児たち

　むつ市出身の畑山すゑさんは、十和田市出身
の正治さんと結婚し、６人の子供と16人の孫に
恵まれました。
　兼業農家として畑仕事をしながら、保険会社
で精力的に働いていました。趣味はガーデニン
グで、家の周りにお花を植えていたそうです。
　現在はコロナウイルス感染防止のため、施設
で家族との面会はなかなかできない状況です
が、これからも元気にお過ごしください。町長へ目録を手渡す久保田勝正支部長

上
十
三
法
人
会
野
辺
地
支
部
様

か
ら
、
町
内
小
中
学
校
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
３
万
円

町
教
育
委
員
会
委
員
に
亀
田

小
織
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
４
年
10
月

１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

畑山すゑさん
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
12月21日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）

●特設人権相談
（人権擁護に関すること）
12月６日（火）９時～15時
中央公民館　
相談担当：人権擁護委員
◆問合先　介護・福祉課
☎65－1777

●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
12月２日（金）14時～
老人福祉センター
◆問合先　総務課
☎64－2111（内線263）
※要予約：11月25日（金）まで

●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
11月15日（火）10時～12時
役場相談室　
◆問合先　総務課（内線263）

●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
� ☎090－2604－9408

●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター� ☎65－1777

役場　☎64－2111

令和４年９月末現在（前月比）
人　口� 12,403名　（－27）
　男　� 5,796名　（－15）
　女　� 6,607名　（－12）
世帯数� 6,398世帯（－10）

令
和
４
年
度　
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
食

費
等
の
物
価
高
騰
な
ど
に
直
面
す
る

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
支
援
の
た

め
、
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
児
童　

　

�

令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳

未
満
（
障
害
児
の
場
合
、
20
歳
未

満
）
の
児
童

◆
支
給
対
象
者　

①�

対
象
児
童
を
養
育
す
る
令
和
４
年

度
住
民
税
非
課
税
世
帯

②�

令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
世
帯

◆�

令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に
申
請

が
必
要
な
方

◇
ひ
と
り
親
世
帯
の
場
合

①�
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
な
い
方

②�

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
な
い
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

家
計
が
急
変
し
た
な
ど
、
収
入
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

◇�

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
そ
の
他
世

帯
の
場
合

①�

高
校
生
の
対
象
児
童
の
み
を
養
育

す
る
世
帯
で
、
令
和
４
年
度
住
民

税
が
非
課
税
の
方

②�

令
和
４
年
度
住
民
税
は
課
税
さ
れ

て
い
る
が
、
令
和
４
年
１
月
１
日

以
降
の
収
入
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
急
変
し
、

住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と

な
っ
た
方

◆
申
請
・
問
合
先　
健
康
づ
く
り
課

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
64

－

１
７
７
０

令
和
５
年　
野
辺
地
町
二
十

歳
を
祝
う
会（
旧
：
成
人
式
）

◆
日
時　
令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
）

◇
受
付　
13
時
～

◇
開
式　
14
時
～

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆�

対
象
者　
平
成
14
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
15
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

※�
写
真
代
と
し
て
、
当
日
千
円
い
た

だ
き
ま
す
。（
希
望
者
の
み
）

※�
令
和
４
年
10
月
１
日
現
在
、
当
町

に
住
所
を
有
す
る
方
に
は
、
は
が

き
ま
た
は
郵
送
で
ご
案
内
し
ま
す
。

町
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
当
町

の
二
十
歳
を
祝
う
会
に
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月
30
日

（
水
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
申

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
間
違
い

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

お
名
前
は
正
確
な
表
記
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
に
よ
り
、
変
更
・
中
止

と
な
っ
た
場
合
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎
64

－

３
０
５
４

「
第
20
回
野
辺
地
町
河
童
水
泳
大

会
」並
び
に「
令
和
４
年
度
ジ
ュ

ニ
ア
水
泳
教
室
」を
延
期
し
ま
す

　
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
９
月

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
水
泳
教

室
」
と
10
月
２
日
の
「
河
童
水
泳
大

会
」
を
延
期
し
ま
す
。
今
後
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
令
和
５
年

３
月
に
「
水
泳
教
室
」
と
「
水
泳
大

会
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
開
催

が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご
案

内
し
ま
す
。

◆
問
合
先　
野
辺
地
町
水
泳
協
会

（
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ
）

　
☎
64

－

９
７
７
７

第
21
回　
芸
能
発
表
会

　
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
歌
や
踊

り
を
披
露
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

と
し
て
、
人
数
制
限
（
１
０
０
名
）

を
設
け
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
観

覧
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
問
合
先
へ

必
ず
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
11
日
（
金
）

　
９
時
～
12
時

※�

会
場
で
の
感
染
予
防
対
策
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
申
込
・
問
合
先　

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
64

－

０
４
０
１

※�

名
前
と
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
募
集
人
数
に
な
り
次

第
締
切
と
な
り
ま
す
。

発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
県
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

－

１
２
３

－

８
０
１
）
へ
ご
相
談
を
。6
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発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は
県
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

－

１
２
３

－

８
０
１
）
へ
ご
相
談
を
。

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
、

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す
！

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働

省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付
け
、
国
民

の
皆
様
に
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
て
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と

し
て
、
11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）

を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、
将
来

の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

※�

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年

金
記
録
の
確
認
や
様
々
な
機
能
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・�

将
来
の
年
金
見
込
額
の
計
算
、
電

子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲

覧
や
受
給
に
関
す
る
各
種
通
知
書

の
確
認
な
ど

　

�

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
７

－
７
３
４

－

７
４
９
５

◇
町
民
課　
（
内
線
２
４
０
）

◆
保
険
料
納
付
期
限　
10
月
分　

　
令
和
4
年
11
月
30
日
（
水
）

募
集 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震

改
修
促
進
支
援
事
業
補
助
金

　
町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
等
に
よ
る
災

害
を
未
然
に
防
止
し
、
ま
た
町
内
の

通
学
路
及
び
避
難
路
に
お
け
る
通
行

人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
転
倒

及
び
倒
壊
の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
等
に
対
す
る
補
助
を

実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
水
道
課
ま

で
お
問
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象

　

�

通
学
路
及
び
避
難
路
沿
い
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
診
断
、
撤

去
工
事
、
建
替
え
（
撤
去
・
新

設
）
工
事
、
改
修
工
事

◆
補
助
金
額

①
か
か
っ
た
費
用
の
合
計

②
塀
の
延
長
×
メ
ー
ト
ル
単
価

　
①
と
②
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
に

２
／
３
を
乗
じ
て
得
た
額
（
た
だ
し
、

上
限
12
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限　
11
月
30
日
（
水
）

◆
問
合
先

　
建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

※�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
り
、

通
行
人
等
へ
被
害
を
も
た
ら
し
た

場
合
、
所
有
者
の
責
任
が
問
わ
れ

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
な

ど
を
活
用
し
、
維
持
管
理
を
含
め

た
安
全
点
検
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

精
神
障
が
い
者
家
族
会

「
め
ぐ
み
の
会
」交
流
会

　
「
め
ぐ
み
の
会
」
は
、
地
域
と
の

交
流
を
通
じ
、
障
が
い
者
理
解
を
図

り
、
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
地

域
支
援
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

在
宅
の
精
神
障
が
い
者
及
び
そ
の
家

族
が
集
ま
っ
て
交
流
を
行
い
ま
す
。

月
に
１
回
開
催
し
て
お
り
、
創
作
活

動
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

　
11
月
16
日　
町
外
学
習

　
12
月
21
日　
ク
リ
ス
マ
ス
会

◇
令
和
５
年
（
内
容
未
定
）

　
１
月
11
日　
２
月
８
日　
３
月
８
日

※�
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆�

時
間　
９
時
半
～
15
時
（
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
）

◆
場
所　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

◆�

対
象
者　
当
町
に
住
所
を
有
し
、

在
宅
で
社
会
復
帰
・
自
立
を
希
望

し
生
活
す
る
、
主
治
医
が
い
る
精

神
障
が
い
者
及
び
そ
の
家
族

◆
問
合
先　
介
護
・
福
祉
課

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
65

－

１
７
７
７

募
集 

木
造
住
宅
耐
震
診
断

　
町
で
は
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
場
合
に
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診
断
員
を
派

遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

　
町
内
に
あ
り
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
の
戸
建

て
住
宅
（
専
用
又
は
併
用
住
宅
）
で

あ
っ
て
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
も
の

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

過
去
に
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て

耐
震
診
断
等
を
受
け
て
い
る
場
合

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
個
人
負
担
額

　
次
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
11
月
30
日
（
水
)

◆
問
合
先

　
建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

募
集 

男
女
共
同
参
画
事
業

「
料
理
教
室
」

　
男
女
共
同
参
画
事
業
と
し
て
、
簡

単
な
料
理
を
学
ぶ
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
30
日
（
水
）

　
18
時
半
～
20
時
半

◆
場
所　

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
調
理
室

◆
対
象　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

◆
参
加
費　
無
料

◆
募
集
人
数　
10
名
程
度
（
先
着
順
）

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◆�

内
容　

魚
の
さ
ば
き
方
、
魚
を

使
っ
た
簡
単
な
料
理

◆�

そ
の
他　
当
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
実
施
し
ま
す
。
当
日
、
37
度
５

分
以
上
の
発
熱
や
体
調
不
良
が
あ

る
場
合
は
、
参
加
を
取
り
や
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
11
月
22
日
（
火
）
正
午

◆
申
込
・
問
合
先　
企
画
財
政
課

　
企
画
政
策
担
当
（
内
線
２
６
５
）

延べ床面積 個人負担額
200㎡以下 11,000円
200㎡超
~250㎡以下 32,000円
250㎡超
~300㎡以下 53,000円
300㎡超
~350㎡以下 75,000円
350㎡超
~400㎡以下 96,000円

7
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
み
な
さ
ま
へ

　
窓
口
負
担
が
２
割
に
な
っ
た
方
に
、

９
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
交

付
し
、
古
い
被
保
険
者
証
の
返
却
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
返
却
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
被
保
険
者
証
交

付
時
に
同
封
し
た
返
信
用
封
筒
で
返

却
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

問
合
先　
青
森
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

　
☎
０
１
７

－

７
２
１

－

３
８
２
１

看
護
の
仕
事
で

　
　
輝
き
ま
せ
ん
か
‼

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
再
就
業
を
支
援
す
る
無
料

職
業
紹
介
所
で
す
。
復
職
支
援
研
修

も
各
種
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間　
平
日
９
時
～
12
時

　
13
時
～
16
時

◆
問
合
先　
青
森
県
看
護
協
会

　
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
青
森
市
中
央
三
丁
目
20

－
30

　
青
森
県
福
祉
プ
ラ
ザ
３
階

　
☎
０
１
７

－

７
２
３

－
４
５
８
０

　

E-m
ail

：

　

aom
ori@

nurse-center.net

町
税
等（
令
和
５
年
度

課
税
分
）の
口
座
振
替

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
中
で
す
！

　
口
座
振
替
（
口
座
か
ら
の
自
動
引

き
落
と
し
）
の
利
用
申
し
込
み
を
推

進
す
る
た
め
、
固
定
資
産
税
、
町
県

民
税
（
普
通
徴
収
）、
国
民
健
康
保

険
税
（
普
通
徴
収
）
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
３
月
ま
で
に
口
座
振
替
を
申

込
み
済
み
で
、
対
象
条
件
を
満
た
し

た
方
に
の
へ
じ
共
通
商
品
券
五
百
円

分
（
町
外
の
方
に
は
ク
オ
カ
ー
ド

五
百
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
積
極
的
に
申
込
み
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先

　
税
務
課
（
内
線
２
４
３
）

園
児
を
募
集
し
ま
す

　
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
で
は
、
令
和

５
年
度
入
園
を
希
望
す
る
幼
児
の
入

園
願
書
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
入
園
希
望
の
方
は
、
入
園
願
書
を

園
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
記
入

の
上
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間　

　
11
月
1
日
（
火
）
～
随
時

◆
受
付
場
所　
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

◆
特
色

①�

文
部
科
学
省
で
定
め
て
い
る
学
校

教
育
基
本
法
に
基
づ
い
た
教
育
内

容
を
実
施

②�

預
か
り
保
育
、
子
育
て
支
援
（
満

３
歳
未
満
の
子
ど
も
）
の
実
施

③�

夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
長

期
休
業
日
の
特
別
保
育
、
土
曜
保

育
実
施

④
通
園
バ
ス
、
給
食
あ
り

⑤�

そ
の
他
、
園
の
特
色
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　
35
名

◆
法
人
名

　
学
校
法
人
東
北
カ
ト
リ
ッ
ク
学
園

　
理
事
長　
園
部　
英
俊

◆
教
育
目
標

・�「
友
達
を
思
い
や
り
、
神
に
喜
ば

れ
る
子
ど
も
に
な
ろ
う
」
を
目
標

に
優
し
い
心
、
明
る
い
心
、
感
じ

る
心
を
育
て
ま
す
。

・�

生
活
の
中
で
様
々
な
経
験
を
通
し
、

創
造
性
豊
か
で
主
体
的
に
活
動
で

き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

◆
保
育
時
間　
7
時
30
分
～
18
時

◆
問
合
先

　
野
辺
地
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

　
野
辺
地
町
字
野
辺
地
３
１
８
番
地
１

　
☎
64

－

３
４
７
０

　

F��72

－

８
０
９
０

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
追

加
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

詳
し
く
は
野
辺
地
町
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先

【
通
話
料
無
料
】

　
０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
７
８
５

【
有
料
】

　
０
８
０

－

８
６
０
３

－

６
１
９
７

◆
受
付
時
間

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
９
時
～
17
時

農
業
用
使
用
済
み
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
収
集
し

ま
す

　
『
野
辺
地
町
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
適
正
処
理
協
議
会
』
で
は
、
農
業

用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ハ
ウ
ス
用
ビ

ニ
ー
ル
、
マ
ル
チ
用
ポ
リ
、
肥
料
袋
、

農
薬
空
き
容
器
、
育
苗
箱
、
パ
オ
パ

オ
、
ラ
ッ
プ
類
、
な
が
い
も
ネ
ッ
ト

等
）
の
適
正
処
理
を
行
う
た
め
左
記

日
程
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

◆
収
集
場
所

　

�

野
辺
地
野
菜
集
出
荷
施
設
（
字
有

戸
鳥
井
平
２
１
３

－

１
）
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
搬
入
日
時　
11
月
７
日
（
月
）

　
９
時
～
12
時

◆
処
理
料
金

◇
Ｐ
Ｅ
製
品

　
１
㎏
当
た
り
20
円
（
税
別
）

◇
Ｐ
Ｐ
製
品

　
１
㎏
当
た
り
27
．
５
円
（
税
別
）

◆�

支
払
方
法　
農
協
口
座
か
ら
の
引

落
し
又
は
現
金
（
後
日
支
払
）

◆
持
参
す
る
も
の

・�
農
協
の
口
座
番
号
、
口
座
名
義
が

分
か
る
も
の
。

・
通
帳
の
印
鑑

◆
搬
入
の
仕
方

◇�

Ｐ
Ｅ
製
品
と
Ｐ
Ｐ
製
品
は
分
け
て

搬
入
す
る
。

◇�

土
等
を
落
し
、
乾
い
た
状
態
で
搬

入
す
る
。

◇�

手
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
程
度
に
す

る
。（
総
量
10
㎏
～
15
㎏
）

◆
問
合
先

◇�

Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
野
辺
地
営
農
セ

ン
タ
ー　
64

－

０
０
２
４

◇
産
業
振
興
課　
（
内
線
２
７
８
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
消
費
税
の
仕

入
額
控
除
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
十
和
田
税
務
署
と
町
で
は
、
事
業

者
の
方
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
開
催
日　
11
月
21
日
（
月
）

◆
開
催
時
間

　
①
10
時
～
11
時
半

　
②
13
時
半
～
15
時

※
ど
ち
ら
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

◆
開
催
場
所　
中
央
公
民
館
２
階

◆
定
員
等　
約
40
名　
予
約
不
要

（�

定
員
に
達
し
た
場
合
に
は
別
会
場

等
を
ご
案
内
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。）

◆
問
合
先　
　

◇
十
和
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　
☎
０
１
７
６

－

23

－

３
１
５
３

◇
税
務
課
（
内
線
２
３
３
）

8
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子
ど
も・若
者

「
な
ん
で
も
相
談
会
」開
催

　
子
育
て
、
発
達
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
ひ
き
こ
も
り
、
仕
事
、
経
済
的

困
窮
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も

や
若
者
、
そ
の
ご
家
族
が
抱
え
る

様
々
な
悩
み
を
一
か
所
で
出
来
る
相

談
会
で
す
。

　
相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、
複
数
の

相
談
員
が
チ
ー
ム
で
さ
さ
え
ま
す
。

　
ご
家
族
だ
け
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
19
日
（
土
）

　
13
時
～
19
時
（
相
談
時
間
50
分
）

◆
対
象
者

　
子
ど
も
・
若
者
、
そ
の
ご
家
族

◆
場
所　

　
八
戸
市
公
会
堂
・
公
民
館

　
２
階
会
議
室

◆
申
込
・
問
合
先

　

�

青
森
県
環
境
生
活
部
少
年
・
男
女

共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７

－
７
３
４

－

９
２
２
６

森
林
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

◆
森
林
経
営
管
理
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
当
町
で
は
、
将
来
的
な
森
林
経
営

管
理
の
方
向
性
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
、
森
林
の
所
有
者
（
対
象
：
千
㎡

以
上
）
の
方
へ
所
有
森
林
に
対
す
る

意
向
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
届

い
た
所
有
者
の
方
は
、
ご
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
８
）

林
道
等
の
破
損
に
つ
い
て

　
８
月
に
発
生
し
た
大
雨
の
影
響
で

林
道
が
一
部
破
損
し
て
い
る
個
所
が

パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
当
町
で
は
来
年
度
以

降
計
画
的
に
林
道
等
の
補
修
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
所
有
す
る
森
林

ま
で
の
道
な
ど
で
補
修
を
依
頼
し
た

い
箇
所
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

私
有
地
に
関
し
て
は
対
応
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
８
）

都
市
計
画
の
変
更
案
及

び
策
定
案
に
関
す
る
住

民
説
明
会
に
つ
い
て

　
都
市
計
画
の
変
更
及
び
策
定
に
あ

た
り
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
説
明
会

◇
日
時　
11
月
14
日　
18
時
～

◇
場
所　
中
央
公
民
館　
２
Ｆ

　
第
三
会
議
室

◇�

内
容

①�

野
辺
地
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
案
）

②
野
辺
地
町
立
地
適
正
化
計
画
（
案
）

◆
問
合
先

①�

野
辺
地
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
案
）
に
関
し
て

　
建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

②�

野
辺
地
町
立
地
適
正
化
計
画

（
案
）
に
関
し
て

　
企
画
財
政
課
（
内
線
２
６
１
）

町
の
計
画（
案
）へ
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

◆
意
見
募
集
期
間

　
11
月
１
日
～
11
月
30
日

◆
案
件

①
野
辺
地
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

　
プ
ラ
ン
（
案
）

②�

野
辺
地
町
立
地
適
正
化
計
画
（
案
）

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
方

◇
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇�

町
内
に
通
勤
又
は
通
学
を
さ
れ
て

い
る
方

◇�

こ
の
案
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す

る
方
（
町
内
で
事
業
を
営
む
方
な

ど
）

◆
意
見
の
提
出
方
法

　
直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
電
子
メ
ー
ル

◆
提
出
先

　
建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

①�

野
辺
地
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
案
）
に
関
し
て

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
64

－

７
５
１
０

　
電
子
メ
ー
ル

　

kensetu@
tow
n.noheji.lg.jp

②�

野
辺
地
町
立
地
適
正
化
計
画

（
案
）
に
関
し
て

　
企
画
財
政
課
（
内
線
２
６
１
）

　

noheji-public-com
m
ent

　

@
tow
n.noheji.lg.jp

児
童
館
行
事
（
11
月
）

◆
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
楽
し
も
う

　
13
日
（
日
）
10
時
～

◆
干
支
レ
リ
ー
フ
（
莵
置
物
）

　
21
日
（
月
）
～

◆
避
難
訓
練　

　
22
日
（
火
）

あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

　
レ
イ
プ
や
強
制
わ
い
せ
つ
な
ど
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
相

談
を
受
け
、
要
望
に
応
じ
た
必
要
な

支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
「
り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
☎
０
１
７

－

７
７
７

－

８
３
４
９

　
ま
た
は
☎
＃
８
８
９
１

◆
相
談
受
付
時
間

　
月
～
金　
９
時
～
17
時

（�

右
記
時
間
以
外
、
土
日
祝
・
年
末

年
始
は
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
り
ま
す
）

◆
問
合
先　

◇
青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７

－

７
３
４

－

９
２
２
８

◇�

（
公
社
）
あ
お
も
り
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７

－

７
１
８

－

２
０
８
５

お
詫
び
と
訂
正

◆�

10
月
号
８
ペ
ー
ジ
第
30
回
青
森
県

民
駅
伝
競
走
大
会
区
間
順
位
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
及
び
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。

【
６
区�

野
田
由
芽
選
手
】

（
正
）
町
の
部
５
位

（
誤
）
町
の
部
10
位

【
７
区�

五
十
嵐
斐
郷
選
手
】

（
正
）
市
町
村
総
合
の
部
９
位

（
誤
）
市
町
村
総
合
の
部
11
位

（
正
）
町
の
部
３
位

（
誤
）
町
の
部
５
位

◆�

10
月
号
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
「
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸　
野
辺

地
町
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
内
の
問
合

先
が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
）
０
１
７
８

－

38

－

６
６
４
４

（
誤
）
０
１
７
８

－

38

－

９
９
８
９

県ホーム
ページ
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◆問合先　介護・福祉課（健康増進センター内）☎65－1777

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増の軽減のため、世帯全員が
住民税非課税等の世帯主に対して給付金を支給します。
◆給付金額
　一世帯あたり「５万円」を世帯主の口座に振り込みます。
◆給付対象となる世帯〔下記１、または２のいずれかに該当する世帯〕及び手続き方法

１�．世帯の全員が、令和４年度住民税が非
課税であり、かつ、令和４年９月30日に
おいて町の住民基本台帳に記録されてい
る世帯
　※�ただし、世帯全員が住民税を課税され

ている他の親族等の扶養を受けていな
いこと。

　対象世帯には、確認通知書を送付します
ので、ご確認ください。

【電話による相談窓口】
臨時特別給付金に関する内閣府のコールセンターが開設されています。
制度に関するお問い合わせは、下記のコールセンターへご連絡ください。

電話番号　0120－526－145
受付時間　９：00～20：00（12／29～１／３を除く）

　※ＤＶ等避難者の方は、介護・福祉課へご連絡ください。
⚠臨時特別給付金をかたる「振り込め詐欺」や「個人情報の搾取」にご注意ください⚠

２�．電力・ガス・食料品等の価格高騰の影
響を受けて令和４年１月以降の収入が減
少し、「住民税非課税」相当の収入となっ
た世帯
【家計急変世帯】
　※�ただし、世帯全員が住民税を課税され

ている他の親族等の扶養を受けていな
いこと。また、１．住民税非課税世帯
で給付を受けた世帯は申請できません。

　申請が必要となります。
　提出期限は、令和５年１月31日を予定し
ていますので介護・福祉課へご相談くださ
い。

潮騒公園清掃活動を行いました！
　野辺地町商工会青年部とみちのく銀行の皆さん
総勢19名が９月29日、潮騒公園付近の清掃活動
を行いました。
　須藤一朗商工会青年部長は「今年は散歩されて
いた一般の方からもご協力をいただき、本当に感
謝しています。清掃活動により皆さんが気持ちよ
く過ごせる環境を保てるよう、今後も継続してい
きたいと考えています」と述べられました。 清掃活動に参加した皆さん
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子育て世帯臨時特別給付金のお知らせ

◆支給対象者
　�　平成16年４月２日から令和４年９月30日までに出生した児童を養育する方のうち、所得が児
童手当（本則給付）の支給対象となる方

◆支　給　額　　　児童１人当たり25，000円

◆支 給 方 法
　�　支給対象者に該当する方のうち、申請の手続きが不要の方には令和４年10月７日付けで通知
書を送付しており、すでに支給を開始しています。通知書を受け取っていない方で、支給対象
者に該当する方は申請が必要です。

◆申 請 方 法
　�　所定の申請書に記載し、添付書類とともに窓口または郵送でご提出ください。
　�　申請書は、町ホームページでダウンロードしていただくか、健康増進センターで配付してい
ます。

〇必 要 書 類
　　～児童手当受給者の場合（公務員）～
　　　①野辺地町子育て世帯臨時特別給付金申請書
　　　②令和４年９月分の児童手当を受給したことがわかるもの
　　　　（各省庁発行の支払通知書、児童手当振込通帳等）
　　　③受給希望口座通帳又はキャッシュカードの写し

　　～児童手当を受給していない場合（高校生等のみ養育世帯）～
　　　①野辺地町子育て世帯臨時特別給付金申請書
　　　②令和４年度市町村民税課税証明書・非課税証明書
　　　※令和４年１月１日現在野辺地町に住所がある方は不要です。
　　　③受給希望口座通帳又はキャッシュカードの写し

◆締　切　り　
　　令和４年12月31日（消印有効）　※窓口での申請は12月28日まで

　町では「青森県子育て世帯臨時特別給付金給付事業」を活用し、０歳から18歳までの児
童を養育する野辺地町在住の支給対象者の皆さまに給付金を支給します。

◆申込・問合先
　　健康づくり課（健康増進センター内）野辺地町子育て世帯臨時特別給付金担当
　　青森県上北郡野辺地町字前田５番地２　☎64－1770　FAX64－8084

11
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◆問合先　介護福祉課（健康増進センター内）☎65－1777

高齢者・障がい者の除雪に関するお知らせ

　町では「要援護者除雪対策事業」を実施します。限りある除雪作業員の貴重な支援の手が対象
者の皆さんに行き渡るよう、下記事項をご理解のうえ利用申込してください。

�１．ご理解いただきたいこと�
①事業の対象は、「玄関から道路（表通り）」までの生活道路の除雪です。
②10cm以上の降雪があった日の「午前から午後の間」に「原則１回」除雪を行います。
③「屋根から落ちた雪」は片付けません。
④「除雪を支援してくれる人が町内に誰もいない方」が対象です。
⑤作業員は、除雪訪問を通じて対象者の皆さんの安否を確認しています。
⑥一部地域で「自治会による自主除雪」を実施予定です。

�２．利用申込みについて�
◆実施期間　　12月上旬～３月下旬
◆対象世帯　　�除雪作業に従事できる子ども等が町内に居住しておらず、次の①～③のいずれか

に該当する世帯
　　　　　　　①町民税が非課税の概ね65歳以上の高齢者のみの世帯
　　　　　　　②町民税が非課税の障害者手帳を有する障がい者のみの世帯
　　　　　　　③�町民税が非課税の概ね65歳以上の高齢者と、町民税が非課税の障害者手帳を有

する障がい者のみで構成される世帯
　　　　　　　※申込み受付後に審査し、利用の可否を通知します。
◆利用料金　　１回30分まで150円、60分までは300円。
◆申込期間　　11月１日（火）～11月18日（金）期間厳守
◆申 込 先　　健康増進センター内　介護・福祉課　　☎65－1777

　玄関から道路（表通り）までの除雪が困難な高齢者・障がい者宅の除雪を行う作業員を下記
のとおり募集します。
◆募集人員　20名程度
◆作業内容　スノーダンプ等による手作業での除雪
◆応募資格　健康で、野辺地町在住の方
◆雇用期間　12月上旬～３月下旬
◆就 業 日　降雪状況による
◆時 間 帯　午前から午後（※除雪車による除雪終了以降）
◆賃　　金　時給1,350円（交通費を含む）
　　　　　　※降雪状況等により、ひと月の賃金が10,000円に満たない場合は、
　　　　　　　原則10,000円（最低保証）を支給する。
◆締　　切　11月18日（金）まで
◆申 込 先　野辺地町社会福祉協議会　☎64－0401

要援護者除雪対策事業　除雪作業員募集
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　町民の皆さまが納める税金などは、町財政を支える貴重な財源です。
　町では、税などの財源を確保して健全な財政運営を図るため、県と一丸となって税の収入確保
に取り組んでいるところであり、11月を「納税完納強調月間」と定め納付期限を過ぎている税な
どの納付についてのお願い（訪問）をします。
　町税（町県民税・固定資産税・軽自動車税）、国民健康保険税、介護保険料、保育料、後期高齢
者医療保険料、学校給食費、水道料などの納め忘れについて、再確認や計画的な納付のお願いを
します。

※納付が困難な場合は早めに、次の担当課へご相談ください。
　◆問合先　
　　町税・国民健康保険税　　税務課（内線235・243）
　　後期高齢者医療保険料　　町民課（内線238）
　　保育料　　　　　　　　　健康づくり課（健康増進センター　☎64－1770）
　　水道料　　　　　　　　　建設水道課（内線270）
　　介護保険料　　　　　　　介護・福祉課（健康増進センター　☎65－1777）
　　学校給食費　　　　　　　給食センター（☎64－2886）

11月は納税完納強調月間です
～税金などの納め忘れはありませんか～

納税作品（習字）受賞おめでとうございます！

　小・中学校の児童生徒を対象として募集しました納税作品（習字）について、受賞者が決定したので
お知らせします。
　なお、受賞作品は11月２日（水）から11月13日（日）まで中央公民館ロビーに展示しますのでご覧
ください。

◆問合先　税務課（内線243）

納税貯蓄組合功労者表彰
　永年にわたり有戸第一納税貯蓄組合組合長を務められ、また
野辺地町納税貯蓄組合連合会の役員として当町の税務行政に寄
与されていることが認められ、この度青森県より納税貯蓄組合
功労者表彰を受賞されました。

◆小学校１年生
　　金賞：相内　結愛　　銀賞：長濵　虹翔
◆小学校２年生
　　金賞：佐藤　　頼　　銀賞：田村　樹晟・髙松　アヤ　　　銅賞：金澤こはる・吹越　星南・茅森　麗香
◆小学校３年生
　　金賞：山本　雫月　　銀賞：吹越　美玲・船橋　ゆり　　　銅賞：田中　　凛・鳴海　美空・太田　典和
◆小学校４年生　
　　金賞：星野　瑠愛　　銀賞：大山　心桜・髙村　璃央　　　銅賞：髙松　ユリ・相内　陽葵・中山　もえ
◆小学校５年生
　　金賞：島谷　幸実　　銀賞：上野　二葉・寺澤　結華　　　銅賞：大森　陽乃・岩﨑　翔蒼・中山　拓翔
◆小学校６年生
　　金賞：田中　逢生　　銀賞：青野　凌空・茅森　仁希　　　銅賞：鳴海　恵太・太田　悠平・古林　結衣
◆中学校１年生
　　金賞：岩﨑　凛人　　銀賞：佐々木実結愛
◆中学校２年生
　　金賞：天間　綾花　　銀賞：秋田万日琉・蛯名　紗帆　　　銅賞：熊谷　優羽・熊沢　心桜・松舘　茉奈
◆中学校３年生
　　金賞：千葉可乃胡　　銀賞：沼端理菜子　　　　　　　　　銅賞：太田いたる
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◆問合先　建設水道課　水道事業担当（内線269～271）

冬季間の水道利用について

◆冬期間の推定水量について
　�　冬期間は積雪により水道メーターの検針ができませんの
で、１月から４月までの水道料金は推定水量で請求し、４
月中旬の検針（５月請求分）で精算します。料金は、毎年
１月にお届けする「冬期間の推定による水道料金のお知ら
せ」をご確認ください。
　�　なお、長期間留守にする場合や家族の増減により水量が
変わると思われる方は問合先までお知らせください。

◆水道使用異動届をお忘れなく
　�　転入、転居、転出等の際には異動届を提出してください。
提出がないと、水道料金が引き続き請求されることもあり
ますのでご注意ください。

◆水道の凍結にご注意ください
　�　冬期間は、蛇口や給水管などの凍結による故障や事故が多くなります。
　�　また、水抜栓・湯沸器あるいはボイラー等の水抜操作の誤りで、５月の精
算時に多額の水道料金が請求されることがありますのでご注意ください。
　�　凍結や故障が見つかった場合は、下記の町指定水道工事店に依頼し、早目
に修理してください。

◆節水にご協力ください 
　�　毎年、年末は水の使用が集中します。水の使用が集中しますと、水の供給
が追い付かなくなることも考えられますので、大掃除や洗車を30日・31日に
集中させないなど節水にご協力をお願いします。

※役場庁舎建設工事のため、建設水道課（水道事業担当）は第３庁舎１階に移動となりました。

❆町指定水道工事店（町内）❆
工事店名 電話番号 工事店名 電話番号

（有）豊伸工業 64－6162 （有）�サイジョー 64－3261

（有）山村電水 64－4805 エム・アック工業 64－7127

柏葉電設工業 64－3913 ケーズ設備計画 64－2309

（有）興和電気商会 64－2102 （株）�蛯名建築�久田営業所 64－9238

（有）齊藤水道設備工業 64－2492 Ｋｏｏ’ｓコーズサービス 64－7676
（株）ＮＥＭ
【旧 菱沼電気設備工事】 64－6988 （有）古沢清掃社 64－2959
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◆問合先　防災管財課（内線228）

防災無線を用いた「緊急地震速報訓練」及び
「情報伝達試験」を実施します

◆第２回緊急地震速報訓練
　全国瞬時警報システム（Ｊ-アラート）による緊急地震速報を、町民の
皆様にお伝えする訓練放送を実施します。
　緊急地震速報の訓練放送が流れますので、自宅や職場等で、地震から身
を守るための行動がとれるかどうか確認してみましょう。
　　　　　　実施日：令和４年11月２日（水）10時00分頃
　　※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。
　　【訓練放送の内容】
　　　①（防災行政無線チャイム）
　　　②「こちらは防災のへじ広報です。只今から訓練放送を行います。」
�　　　　【緊急地震速報チャイム音】＋【緊急地震速報。大地震です。大地震です。】
　　　　　＋【これは訓練放送です。】×３回�
　　　③「こちらは防災のへじ広報です。これで訓練放送を終わります。」
　　　④（防災行政無線チャイム）

◆第３回全国一斉情報伝達試験
　Ｊ-アラートによる国からの緊急情報が、正常に流れるかを確認するためのテ
スト放送を実施します。
　　　　　　実施日：令和４年11月16日（水）11時00分頃
※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。
【訓練放送の内容】
①　（防災行政無線チャイム）
②　「これは、テストです。」×３回＋「こちらは防災のへじ広報です。」
③　（防災行政無線チャイム）

◆開催場所　　青森市　三内丸山遺跡センター
◆日　　時　　11月26日（土）
　　　　　　　10：30～15：30
◆内　　容　　�縄文くららグッズの販売、オリジ

ナルポストカード配布等
◆諸 注 意　　�遺跡へご来場の際は、観覧料がか

かります。ご了承ください。

◆問合先　歴史民俗資料館　☎64－9494

野辺地中学校美術部が縄文くららをＰＲします！

　町教育委員会と野辺地中学校美術部が取り組んでいる縄文くららＰＲ活動を、同校美術部員が世界遺
産『北海道・北東北の縄文遺跡群』構成資産である「三内丸山遺跡（青森市）」で行います。詳細は下記
のとおりですので、近くへお越しの際はぜひご来場ください！

野辺地中学校美術部の皆さん
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◆介護・福祉課（健康増進センター内）　☎65－1777

◆問合先  青森県危機管理局原子力安全対策課　☎017－734－9252
防災管財課（内線228）

青森県原子力防災訓練を実施します

　東北電力(株)東通原子力発電所で原子力災害が発生したことを想定し、周辺市町村、関係機関
等と協力して防災体制の確立及び防災業務関係者の緊急時対応能力の向上を図ることなどを目的
として原子力防災訓練を実施します。なお、この訓練は「目ノ越地区」の住民を対象としており、
訓練に参加されない方は、特別な行動をとる必要はありません。

◆訓練日時
　令和４年11月17日（木）　９時～14時頃まで　　※訓練項目により時間帯が異なります

◆主な訓練項目・訓練場所
　・一時集合場所開設・運営訓練（目ノ越地区農産物加工等施設）
　・避難退域時検査・簡易除染訓練、交通規制・警戒警備訓練（十符ヶ浦海水浴場駐車場）
　・避難所開設・運営訓練（町中央公民館）
　・孤立地区からのヘリコプターによる住民搬送訓練（町運動公園　等）
　・傷病者等搬送訓練（町運動公園　等）

◆訓練に関するお願い
　・訓練対象は、目ノ越地区のご連絡している方です。
　・�十符ヶ浦海水浴場駐車場で、実際に車両を使用した訓練（10時半頃～12時半頃）を実施しま

す。駐車場周辺で警察による車両誘導訓練を実施するなど訓練参加車両が通行するほか、前
日から駐車場の使用制限を実施します。

　・�町運動公園において、自衛隊ヘリによる離着陸訓練（10時20分頃～12時半頃）を行うため、
エンジン音など大きな音が聞こえる場合があります。近隣の方にはご迷惑をお掛けします
が、ご理解・ご協力をお願いします。

　・�町中央公民館で、避難所開設・運営訓練（９時～14時頃）を行うため、周辺を訓練参加車両
が通行するほか、前日から関係施設利用者以外の駐車場使用制限を実施します。

生活のしづらさなどに関する調査
　　「全国在宅障がい児・者等実態調査」にご協力ください

　障がい者施策の推進に向けた検討の基礎資料
とするため、在宅の障がい児・者等の生活実態
とニーズを把握することを目的として、厚生労
働省が市町村を通じて実施します。

◆調査対象
　全国５,363国勢調査調査区（町内１地区）に
居住する在宅の障がい児・者等（身体障害者手
帳、愛護手帳または精神障害者保健福祉手帳の
所持者、難病等患者及びこれまで法制度では支
援の対象とならないが、長引く病気やけが等に
より生活のしづらさがある者）を対象としてい
ます。

◆調査方法
・�調査員が調査地区内の世帯を訪問し、調査の
趣旨等を説明のうえ、調査対象者の有無を確
認します。
・�調査対象者がいる場合は、調査票を手渡し、
記入及び郵送による返送を依頼します。
※�調査地区内の世帯には、11月下旬に調査実
施のお知らせを配布します。調査員が訪問す
ることを事前に断りたい場合は、ご連絡くだ
さい。

◆訪問期間
　12月上旬～12月下旬
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令和５年度
北部上北広域事務組合会計年度任用職員募集

　令和５年４月１日以降に採用する、北部上北広域事務組合会計年度任用職員の採用試験を下記
により行います。

１　募集職務名及び業務内容
応募区分 職　務　名 業�務�内�容 フルタイム・パートタイムの別

事務区分

①事務手 一般事務業務 フルタイム・パートタイム
②事務手（総合） 総合事務業務（高度な資格保有者）フルタイム・パートタイム
③医療事務手 医療事務業務 フルタイム・パートタイム
④医師事務作業補助 医師事務作業補助業務 フルタイム・パートタイム

医療区分

①臨床検査技師 臨床検査業務 フルタイム・パートタイム
②診療放射線技師 診療放射線業務 フルタイム・パートタイム
③看護師 看護業務 フルタイム・パートタイム
④准看護師 准看護業務 フルタイム・パートタイム

技能区分

①介護福祉士 看護補助業務（介護業務含む） フルタイム・パートタイム
②看護補助員 看護補助業務 フルタイム・パートタイム
③運転技能員 運転業務 フルタイム
④運転技能員 リサイクル業務 フルタイム
⑤技能員 火葬業務 フルタイム

２　任用期間
　　令和５年４月１日から令和６年３月31日まで（勤務実績に応じて再度の任用を行う場合あり。）

３　応募期間
　�　送付又は持参のいずれも、令和４年11月１日（火）午前８時半から令和４年12月２日（金）
午後５時まで（必着）
　　※持参の場合の受付時間は、平日の午前８時半から午後５時まで
　　　（土曜日、日曜日及び祝日等の閉庁日は受付不可）

４　応募先
　　（野辺地地区斎場・クリーン・ペア・はまなす）
　　〒039－3113　上北郡野辺地町字田狭沢40番地９
　　　　　　　　　��北部上北広域事務組合総務課　会計年度任用職員募集担当　宛
　　（公立野辺地病院）
　　〒039－3141　上北郡野辺地町字鳴沢９番地12
　　　　　　　　　��公立野辺地病院総務課　会計年度任用職員募集担当　宛

５　その他
　�　詳しい内容については、北部上北広域事務組合ホームページ内の募集要項をご覧になるか、
下記問合先へご連絡ください。

６　問合先
　�・北部上北広域事務組合事務局総務課　☎0175－64－1066（会計年度任用職員募集担当：寺澤）
　　　ホームページアドレス：http://hokubukamikita.org
　・公立野辺地病院総務課　☎0175－64－3211（会計年度任用職員募集担当：杉山）
　　　ホームページアドレス：http://hospital-noheji-aomori.jp
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　防衛省　令和４年度自衛官等採用案内
種　　目 資　　格 受 付 期 間 試 験 期 日 処　　 遇 試験場所

自 衛 官 候 補 生
（任期制） 18歳以上33歳未満の方 年間を通じて

行っております。 別途各人に連絡します。

[初任給]
月額：179,200円（高卒）
月額：198,100円（大卒）

別途各人に連
絡します。

陸上自衛隊
高 等 工 科
学 校

生 徒

推薦 男子で中卒（見込含）17歳
未満の学校長が推薦できる方

10月１日
～

12月２日
５年１月５日～７日　＊１ [学生手当]

月額：103,700円

[期末手当]
（年２回）一般 男子で中卒（見込含）

17歳未満の方
10月１日
～

５年１月６日

＜１次試験＞
　５年１月14日・15日
＜２次試験＞
　５年１月26日～29日　＊１

貸 費 学 生 技術

　大学の理学部・工学部の
３、４年次又は大学院修士課
程在学の修業年限を終わる年
の４月１日現在で26歳未満
の方

６月１日
～

11月11日
４年12月３日

[学資金貸与]
月額：54,000円

　※１　試験日については後日指定されます。細部は下記までお問い合わせ下さい。
　　　　処遇については、令和４年１月現在のものです。

🏣033－0037　沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２F
　　　　　　　　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　　　　　　　　電話・ＦＡＸ　0176－53－1346
　　　　　　　　E-mail：aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

◆問合先　歴史民俗資料館　☎64－9494

「あおもり縄文カード」を配布しています

　歴史民俗資料館では、青森県埋蔵文化財調査セン
ターが作製した「あおもり縄文カード」を来館者（館
内見学者）に無料で配布しています。
　ご興味のある方は、資料館へご来館ください。

※カードの配布は、資料館開館日（開館時間：９時～16時／祝・月曜は休館）内で対応します。
　数に限りがありますので、配布数はお一人２枚までとしています。

◆「あおもり縄文カード」とは？
　「地元の縄文」を知ってもらうことを目的に作製
された、県内全40市町村の縄文遺跡出土品を紹介
するカードです。カードは全部で100種類作製され
ており、県内各施設で配布されています。
　※�他カードの配布先は、青森県埋蔵文化財調査セ

ンターホームページでご確認ください。

町
職
員
の
懲
戒
処
分
に

つ
い
て

　
当
町
の
職
員
に
対
し
、
地
方
公
務

員
法
第
29
条
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を

行
い
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

◆
当
事
者

◇
被
処
分
者

　
職
名��

主
事

　
性
別　
男

◇
処
分
期
日

　
令
和
４
年
10
月
18
日

◇
処
分
内
容

　
戒
告

◇
事
案
概
要
及
び
処
分
理
由

　
当
該
職
員
は
、
正
当
な
理
由
も
な

く
、
担
当
し
て
い
る
各
種
団
体
に
関

連
す
る
支
払
事
務
を
怠
り
、
そ
の
こ

と
を
自
ら
認
識
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
上
司
等
に
対
し
報
告
す
る

こ
と
な
く
長
期
間
に
わ
た
り
放
置
し

て
い
た
こ
と
が
販
売
業
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
よ
り
発
覚
し
た
。　

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
地
方
公
務
員

法
第
32
条
（
法
令
等
及
び
上
司
の
職

務
上
の
命
令
に
従
う
義
務
）
及
び
同

法
第
33
条
（
信
用
失
墜
行
為
の
禁

止
）
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
か
ら

処
分
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

◆
監
督
責
任
等

　
管
理
監
督
者
は
厳
重
注
意

　
（
令
和
４
年
10
月
18
日
付
け
）

【　野辺地町のあおもり縄文カード　】

三沢募集案内所
instagram 自衛官募集HP
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おはなし工房
日　時：11月26日（土）
　　　　午後２時15分～３時15分
内　容　絵本の読み聞かせと
　　　　工作「干支のカレンダー作り」
対　象：４歳～小学生
　　　　※幼児は、保護者同伴のこと
場　所：視聴覚室
参加料：無料
定　員：８名　
　　　　※要申込み
申込先：図書館
　　　　☎64－2195
その他：マスク着用に
　　　　ご協力ください。

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

�リバー 奥　田　英　朗
�あこがれ 瀬戸内　寂　聴
�君のクイズ 小　川　　　哲
�葵のしずく 奥　山　景布子

本　の　展　示
読書週間におすすめの本展� ～11/ ９（水）
I　LOVE�温泉の本展� 11/11（金）～29（火）

問　☎64－2195

令和４年９月末の交通人身事故発生状況（野辺地警察署）
区分

町村別

令和４年 昨年
前年比

９月中（単月） ９月末（累計） ９月末（累計）
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 0 0 0 12 0 13 6 0 6 ＋6 ＋0 ＋7

横 浜 町 0 0 0 3 0 5 7 1 6 －4 －1 －1

六ヶ所村 3 0 3 16 1 28 10 0 11 ＋6 ＋1 ＋17

合　計 3 0 3 31 1 46 23 1 23 ＋8 ＋0 ＋23
20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！

TEL:64-3885

今月の休館日・館内整理日
　　７日（月）、14日（月）、21日（月）、
　　28日（月）、30日（水）
※�30日（水）は、館内整理日のため閉館と
なります。

【図書館イベント】
●ブックスタートプラス
　７日（月）８時40分～
　（�１歳６か月児健診・健康増進センター）
●英会話クラブ
　２・９・16日（水）
　（中央公民館２階）
　15時～16時
　※講師ＡＬＴほか
●朗読の会「秋桜」
　10日（木）９時～
　定例会（中央公民館）
●リサイクルブックフェア
　13日（日）まで
　※休館日を除く

●ブックスタート
　16日（水）９時半～
　（�７か月児健診・健康増進センター）
●ヨチヨチおはなし会
　17日（木）10時半～11時
　対象　３歳未満
　（図書館）
●おはなしサークル「虹色の会」
　27日（日）９時半～
　定例会（図書館）
●�秋の読書deスタンプラリー
　27日（日）まで
　※休館日を除く

2023年カレンダー
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NO18．野辺地の魅力を久喜市に届ける
『未来につなげる幸せを創る』
町長コラム  

　こんにちは。町長の野村です。
　町長に就任以来３年になりました。その年
の11月に初めての県外出張として友好都市
提携の埼玉県久喜市で開催された「菖蒲産業
祭」に参加し、活ほたて、ホタテ貝串焼き、
のへじ葉つきこかぶの販売のお手伝いをして
きました。当時、トップセールスとして全国
に野辺地町の特産品のＰＲができるものと張
り切っていましたが、残念ながら新型コロナ
ウイルス感染症の蔓延によって今日までその
活動は制限されてきました。しかし、いざ鎌
倉ではありませんが準備怠りなく、ステージ
用の法被と着ぐるみを新調しました。このコ
ラムで初めて皆さんにお披露目をします。活

ホタテ、葉つきこかぶ、トゲクリガニをあし
らった法被とホタテ貝と葉つきこかぶのかぶ
りものです。いかがでしょう、かなり派手で
すが。
　これを引っさげて、３年ぶりに11月３日
の久喜市「菖蒲産業祭」で精いっぱい野辺地
をＰＲしてきます！
　そして６日には八戸市でヴァンラーレ八
戸の野辺地
町サンクス
デーにも参
加します！
ヴァンラー
レ八戸とと
もに野辺地
への応援、
ご来場をお
待ちしてお
ります。

地域おこし協力隊コラム その⑰　『原点回帰』
　先日、柴崎地区健康レクリエーション施設に
お邪魔してきました。
　すっかり忘れていたのですが、４年前、ある
きっかけで野辺地町に初めてきたとき、ここか
らの景色とその後の深夜の就農体験できれいな
星空を見て、この町で生活してみたいと思った
ことを思い出しました。
　それから丸４年…。対岸の施設脇には、大き
な風車が並び、当時の景色とは変わってしまっ
た部分もあり、そしてなぜか頭の中を某アニメ
の主題歌が流れていましたが、それと同時に原
点回帰する貴重な時間を持つことができました。
　気が付けば夜、圃場の上空では月明りの中白
鳥が南下し始め、昼はカメムシが飛び回ってい
ます。
　もうそろそろ、野辺地町内も紅葉してくる季
節になりました。

　衣替えをしたり、タイヤも履き替えたりと冬
に向けての支度もしていかないとなぁと思いな
がら、季節外れに収穫されたスイカを眺めなが
らコラムを書きました。
　ちなみに11月の野辺地町内の農家では、野
辺地葉つきこかぶの出荷はほぼ終了し、来年の
作付けに向けての土作りとともに長芋の収穫が
始まっていきます。

地域おこし協力隊　横田　昌康

柴崎地区健康リクリエーション施設からの眺め

久喜市の皆さまに町の魅力をお伝えして
きます！

　町では、一般財団法人自治
総合センターの宝くじの社会
貢献広報事業である「コミュ
ニティ助成事業※」を活用
し、愛宕公園遊具の更新工事
を行いました。
　新しい遊具をぜひご活用く
ださい。

※「コミュニティ助成事業」とは、一
般財団法人自治総合センターが、宝く
じの社会貢献広報事業として、コミュ
ニティ助成活動に必要な備品や集会施
設の設備に対して助成を行い、地域の
コミュニティ活動の充実・強化を図る
ことにより、地域社会の健全な発展と
住民福祉の向上に寄与するために行っ
ている事業です。

宝くじ助成事業で整備しました
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【
野
辺
地
城
】
…
野
辺
地
城
は
築
城
・
廃
城
年
代
不
明
。
南
部
盛
岡
藩
の
山や

ま

城じ
ろ

。
１
５
９
２
（
天
正
20
）
年
に
は
存
在
。

野
辺
地
は
津
軽
領
に
接
す
る
軍
事
上
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
盛
岡
藩
の
重
臣
が
城じ
ょ
う

主し
ゅ

・
城じ

ょ
う

代だ
い

と
し
て
赴
任
し

た
。
な
お
城
の
場
所
は
、
地
名
や
堀
跡
の
様
子
か
ら
野
辺
地
代
官
所
跡
の
現
・
中
央
公
民
館
一
帯
と
思
わ
れ
る
が
、
発

掘
調
査
で
は
野
辺
地
城
に
関
す
る
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
城
跡
の
確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【写真①城内橋と錦
きん

鶏
けい

城
じょう

（野辺地城）　撮影年代不明】
　写真タイトルの「錦鶏城」とは、野辺地城の別称。文献
内の野辺地城の記載にある山城とは言い難いですが小高い
丘になっていることがわかります。また、野辺地川は現在
よりも幅があり、自然の堀に利用したことが納得できます。
ちなみに写真の頃は代官所跡を利用した「城内尋常高等小
学校（野辺地小学校）」がありました。

【写真③堀跡の写真　撮影日：2022（令和４）年】
　野辺地町商工会裏に確認できる堀跡。写真だとわかりに
くいですが、肉眼では地面の落ち込みで堀跡だとわかりま
す。この写真の右側には野辺地川が流れており、文献どお
り堀の一部に野辺地川を利用していたことがわかります。
その他の堀跡は現在道路になっており、ゆうき青森農協前
の道路は堀の上に造られています。

【
解
説
】　

藩
政
時
代
の
野
辺
地
に
は
、
南
部

盛
岡
藩
に
よ
り
「
野
辺
地
城
」
と
い
う
城
が
築

か
れ
て
い
ま
し
た
。
城
が
築
か
れ
た
年
代
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
世
の
頃
に
は
存
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
１
５
９
２

（
天
正
20
）
年
に
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

大
き
さ
は
東
西
１
２
４
ｍ
、
南
北
38
ｍ
。
城
の

周
囲
は
堀
で
囲
ま
れ
、
一
部
は
野
辺
地
川
を
利

用
し
た
も
の
で
し
た
。

　

野
辺
地
は
津
軽
領
と
南
部
領
の
藩
境
だ
っ
た

た
め
、
南
部
氏
に
と
っ
て
野
辺
地
城
は
重
要
な

軍
事
拠
点
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
地
域
一
帯
の
支

配
を
す
る
城
主
（
城
代
）
が
置
か
れ
、
藩
の
重

臣
が
赴
任
し
任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

城
の
廃
城
後
、
野
辺
地
に
は
野
辺
地
代
官
所

が
置
か
れ
ま
し
た
。
藩
境
警
備
や
藩
営
馬
の
管

理
を
し
た
ほ
か
、
北
前
船
に
よ
り
野
辺
地
港
か

ら
銅
が
大
阪
へ
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
出

入
す
る
船
の
取
り
調
べ
や
外
国
船
監
視
を
行
い

ま
し
た
。
盛
岡
藩
に
と
っ
て
野
辺
地
は
陸
海
の

玄
関
口
と
し
て
重
要
な
拠
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
城
は
野
辺
地
代
官
所
の
場

所
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
発

掘
調
査
で
遺
物
や
遺
構
を
確
認
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
確
定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

「
城
内
」
と
い
う
地
名
や
、
盛
岡
藩
は
城
を
代

官
所
へ
転
用
す
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
代

官
所
跡
が
城
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
他
、
愛
宕
山
、
二
十
平
に
あ
っ

た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
確
定
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、「
常
光
寺
」

は
野
辺
地
城
代
の
日ひ

の

戸と

氏し

が
開
基
し
た
お
寺
で
、

墓
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
跡
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
野
辺
地
城
が
確
実
に
存
在
し
、
野
辺

地
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
野
辺
地
城
は
、
南
部
氏
ゆ
か
り
の
お
城

を
め
ぐ
っ
て
御
城
印
を
集
め
る
「
南
部
お
城
め

ぐ
り
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
野
辺
地
城

を
起
点
に
お
城
め
ぐ
り
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。（
文
責
・
資
料
館　

山
崎
）【写真②旧藩時代野辺地代官所図・島谷家所蔵　年代不明】

　建物は残っていませんが、昔の絵図から野辺地代官所の配
置がわかっています。現中央公民館が図の上部にあたりま
す。城への入口は公民館の裏手側に位置しており、堀には野
辺地川から水車でくみ上げた水がはられていたようです。

旧
野
村
家
住
宅
離
れ
（
行
在
所
）

　
　
　
　
　

夜
間
特
別
公
開

日
時
：
11
月
３
日
（
木
）　
16
時
半
～
19
時
半

場
所
：
役
場
敷
地
内
（
行
在
所
）
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問い合わせ先
　　健康増進センター内
　　　　　　　健康づくり課
　　　住　所：前田５番地２
　　　ＴＥＬ：64－１７７０
　　　ＦＡＸ：64－８０８３

町の
 ほけん
  だより

＊　総 合 健 康 相 談　＊

　保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
日程　火・木曜日（祝日除く）　時間　８：30～17：00
 ☎ 64－8080（保健師直通）

＊　傾　聴　サ　ロ　ン　＊
　こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
日　程　11月２日（水）、21日（月）
　　　　12月２日（金）、19日（月）
場　所　健康増進センター
時　間　13：00～15：00
　　　※�申込み不要。時間内にいつでもどうぞ。

献血日のお知らせ
　　　日　程　　令和４年11月�２�日（水）　　14：30～16：00　　かんぶん野辺地店
　　　　　　　　令和４年11月16日（水）　　10：00～12：30　　野辺地警察署
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��13：45～16：00　　中央公民館駐車場

　野辺地町で受診の多い病気である「糖尿病」と「高血圧」の予防と改善をテーマに、健康づくりワー
クショップを開催します。ワークショップでは、講義や軽い運動、簡単な料理など体験型の内容でお
こないます。

テーマ 月　日 時　間 内　容 参加料

糖尿病予防・改善 11月15日（火） 10～12時 講義　軽運動　★リアルなフードモデルを使用したワーク　簡単料理　など 300円

高血圧予防・改善 12月９日（金） 〃 講義　軽運動　簡単料理
★塩分の味覚チェック　など 〃

〇全回定員は先着６名です。〇場所　健康増進センター　〇調理したものは持ち帰りになります。
〇各回の持ち物：筆記用具　エプロン　三角巾（バンダナ等でも可）参加料　健康手帳
〇対象：おおむね30～74歳までの国民健康保険加入者★健康づくりポイント制度の対象です。

★事業の問い合わせ、お申込みは健康づくり課へお願いします。
★�感染症予防のため、マスク着用、手指消毒、検温にご協力ください。また、体調が悪い方は出
席をご遠慮ください。※感染症の状況により内容が変更になる可能性があります。

　町では、高齢者インフルエンザ予防接種料金の一部を助成します
対　　象　昭和32年10月31日以前に生まれ町に住所を有する方。
　　　　　【対象者には９月下旬に案内を郵送しています。】
　　　　　※�この予防接種は、ご本人が希望する場合にのみ行います。接種を希望される場合は、　お

送りした書類を持参し予防接種をしてください。
実施期間　11月１日～12月31日　※接種開始時期は、実施機関により異なります。
接種場所　町が契約している医療機関（郵送された案内をご覧ください）
助 成 額　接種費用のうち一人当たり1,000円。

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

　健康づくりワークショップのお知らせ　
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11月の保健カレンダー

☆母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康増進センターにて発行します☆

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
（64－8080） 月～金曜日

（祝日を除く）
8：30～17：00

妊婦、産婦、育児中の方、
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
（64－8080）

思春期はればれ相談
（64－8080）

火・木曜日
（祝日を除く）
8：30～17：00

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

（＃8000または
�017－722－1152）

平日：午後７時～
� 翌朝午前８時
土曜：午後１時～
� 翌朝午前８時
日祝：午後８時～
� 翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます。

健康増進センター内　健康づくり課
住所：前田５番地２
TEL：64－1770

64－8080（相談専用）
FAX：64－8083

問い合わせ先

だより

日 事業名（対象者） 開始時間 場　所 備　考

７ １歳６か月健診
（Ｒ３年３月１日～Ｒ３年５月７日） ９：00 健康増進

センター 対象者には個別通知します。

10 ３～５か月児健診（Ｒ４年５月22日～８月10日生まれ） ８：45 野辺地病院
（小児科） 対象者には個別通知します。

16

７か月児健診（Ｒ４年４月生まれ） ９：30

健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。

10か月児健診（Ｒ４年１月生まれ） 13：00

１歳児健診（Ｒ３年11月生まれ） 13：00

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 13：30 前日までに申込が必要です。

　※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康増進センターまで問合せください。
☆母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康増進センターで発行します☆

～１８９（いちはやく）　
「だれか」じゃなくて「あなた」から～

　厚生労働省では、毎年11月を「児童虐待
防止推進月間」と定め、家庭や学校、地域等
の社会全般にわたり、児童虐待問題に対する
深い関心と理解を得ることができるよう、広
報・啓発活動などを行っています。
　近隣・知人からの通告が子どもを虐待から
守る大きな手助けになります。みんなで子ど
もたちの笑顔を守りましょう。

「児童虐待かも」と思ったらすぐに
お電話を

☎１
い ち は や く

８９
（お近くの児童相談所に繋がります）

　子育て中の不安やつらい気持ちを
話しましょう。あなたのまわりに
は、利用できるさまざまな援助や支
援があります。
　こそだて応援コンシェルジュ（保
健師・助産師等）へお気軽にご相談
ください。

☎0175－64－8080

11月は

 児童虐待防止推進月間  
です
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　　　ふれあいセンター

◆開設日：�１１月７日、 １0日、 １4日、 １７日、
2１日、 24日、 2８日

◆時　間：１0時半～１4時45分

※�ご利用の際は、感染症対策にご協力くだ
さい。

老人福祉センター
◆開設日：１１月７日(月)、 １4日(月)、
　　　　　2１日(月)、 2８日(月)
◆時　間：１0時～ １4時
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老人憩いの湯

あなたの活動をＰＲしてみませんか？
掲載をご希望の方は下記まで！
総務課広報担当　☎64－2111

令和４年度
青森県立野辺地高等学校　同窓会総会
◆日　時　11月13日（日）
　　　　　10時半～（受付10時～）
◆場　所　野辺地高校　生徒会館
◆参加費　無料
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止の
　　ため、懇親会は行いません。
◆申込み　11月７日までに各回期の幹事
　　　　　または同窓会事務局に電話か
　　　　　ＦＡＸでお申し込みください。
◆その他　第1体育館側から生徒会館へ
　　　　　ご来場願います。
◆問合先　野辺地高校同窓会事務局
　　　　　☎0175－64－2266
　　　　　FAX　0175－64－8011
　　　　　担当：三國・田中・前田

ノルディックウォーク
◆日時　11月18日（金）９時～
◆場所　愛宕公園　　◆内容　有酸素運動
◆対象　町内在住の方　◆定員　若干名　
◆持ち物　飲み物
◆申込・問合先　
　　全日本ノルディックウォーク連盟
　　上級インストラクター　上原子
　　☎64－6270

🍀🍀オレンジメモリーカフェ　はまなす🍀🍀
◆日　時　11月17日（木）13時半～15時
◆内　容　・ミニ講話「認知症って！？」
　　　　　・回想法、棒体操
　　　　　・相談コーナー
◆場　所　有戸地区はまなすふれあいセンター
◆参加費　無料
◆対　象　認知症の人、その家族、地域住民
◆注　意　①電話で事前予約をお願いします。
　事　項　②当日はマスク着用で来場願います。
　　　　　③入り口で健康チェックと検温を行い、場合に
　　　　　　より参加をご遠慮いただくこともあります。
※新型コロナウイルス感染拡大状況により開催を中止する
　場合もありますので、ご了承願います。

◆問合先　　社会福祉法人　福祉の里
　　　　　　介護老人保健施設　のへじ
　　　　　　☎65－2333

野辺地町委託事業

24

お知らせ



・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
時
刻
11
月
は
15
時

町のカレンダー ※�新型コロナウイルス感染症の影響により、
スケジュールが変更になる場合があります

日 曜 行　　事　　名
１ 火

２ 水
傾聴サロン
献血（かんぶん野辺地店）14時半～16時
納税作品展示（中央公民館）　～13日
Ｊアラートによる緊急地震速報訓練

３ 木 文化の日
行在所　夜間特別公開

４ 金 相：弁護士
５ 土
６ 日 ヴァンラーレ八戸　野辺地町サンクスデー
７ 月 健：１歳６か月
８ 火
９ 水
10 木 健：３～５か月児
11 金 芸能発表会（観覧申込制）
12 土 休日開庁（マイナンバーカード交付など）
13 日 児：トランポリン
14 月
15 火 相：行政

16 水

健：7か月・10か月・1歳
相：みんなの子ども相談
献血（野辺地警察署）10時～12時半
　　（中央公民館）　13時45分～16時
Ｊアラートによる全国一斉情報伝達試験

日 曜 行　　事　　名

17 木 図：ヨチヨチおはなし会
県原子力防災訓練

18 金
19 土
20 日

21 月
傾聴サロン　
児：干支レリーフ
インボイス制度説明会（中央公民館）

22 火 児：避難訓練
23 水 勤労感謝の日
24 木
25 金
26 土 図：おはなし工房
27 日
28 月
29 火

30 水
図：館内整理（休館）
料理教室（男女共同参画事業）
○〆：固定資産税（４期）
　　国保・後期・介護（５期）

※　図：図書館　○〆：納期限　健：健診児　児：児童館　相：相談

圏域内のイベントやモデルコースなどの情報を公開
しています。

・問合先
　上十三・十和田湖広域定住自立圏
　観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
　☎0176－51－6771

上十三・十和田湖広域定住自立圏観光ガイドをご覧ください。

定住自立圏観光
ガイドＱＲコード

★六ヶ所村　　　
◆ろっかしょ産業まつり
・日　時　11月６日（日）
・場　所　尾駮漁港特設会場
・内　容　 六ヶ所村の海の幸、山の幸が一堂に揃うろっかしょ

産業まつりが３年ぶりに開催されます。特産品の露
店や多彩なステージイベントなど、六ヶ所村の秋を
満喫するチャンスです。ぜひご来場ください。

・問合先　一般社団法人 六ヶ所村観光協会
　　　　　☎0175－72－3115

◆ガラス越しの音楽会2022 43th
　「純名理沙 With 笹子重治　アコースティックライブ」
・日　時　11月11日（金）
　　　　　18時開演（17時半開場）
・場　所　六ヶ所村文化交流プラザ・スワニー（ホワイエ）
・内　容　 豊かな表現力とシルクのような美しい歌声の純名理

沙さんと、ギターの名手・笹子重治さんのプレミア
ムなアコースティックライブです。ぜひ至福のひと
時をお過ごしください。（80人限定）

・入場料　500円（当日１，000円）
・プレイガイド
　　　　　 スワニー・ショッピングモールREEV・六ケ所特産

品販売所六旬館・六ヶ所村立屋内温水プールろっ
ぷ・ローソンチケット（Lコード：21008）

・問合先　六ヶ所村文化交流プラザ・スワニー
　　　　　☎0175－72－3400

★六戸町　　　
◆メイプルタウンイルミネーション
・日　時　11月１日～２月28日
　　　　　日没から午後10時まで
・場　所　六戸町立図書館前「いこいの広場」
・内　容　 メイプルタウンイルミネーション設置実行委

員会では、六戸町立図書館前のいこいの広場
にイルミネーションを設置しました。住民み
んなの手でイルミネーションの飾り付けまで
行いました。昨年度に続き２年目となります
メイプルタウンイルミネーション、ぜひ見に
来てください。イルミネーションは、2023年
２月いっぱいまで開催します。 

・問合先　メイプルタウンイルミネーション設置
　　　　　実行委員会（事務局：六戸町文化ホール内）
　　　　　☎0176－55－5511
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令和４年11月１日　第763号　毎月１日発行　青森県野辺地町役場総務課　☎（0175）64－2111町の花｢はまなす｣・町の鳥｢かもめ｣・町の木｢さくら｣

おいしい！減る脂～♪
カンタン料理

その101

１．白菜とみつばはゆで食べやすい大きさに切
り、水気をよく絞っておく。

２．ピーナツは砕いておく。

３．調味料はよく混ぜておく。

４．食べる直前にすべてをよく和える。

白菜のピーナツ和え

【栄養価　１食分】
エネルギー　30kcal　たんぱく質　1.4ｇ　脂 質　1.3ｇ　炭水化物　2.7ｇ　塩分相当量　0.5ｇ

・白菜　　　　　　　　　　　150ｇ

・みつば　　　　　　　　　　　30ｇ

・ピーナツバター　　　　大さじ1/2

・しょうゆ　　　　　　　大さじ1/2

・だし汁　　　　　　　　　 大さじ1

・ピーナツ　　　　　　　　 お好みで

材料　３人分 作り方

【管理栄養士のコメント】
　これから白菜が甘くておいしい時期にな
ります。和え物は、水気をしっかり切ること
がおいしく作るポイントです。

まちのアルバム
ささ踊り保存会

　ささ踊り保存会が９
月14日、特別養護老
人ホーム野辺地ホーム
の敬老会で、ささ踊り
を披露しました。施設
利用者の大多数は野辺
地町出身で、町内各地
で昔から夏に開催され
ていた盆踊りの迫力あ
る太鼓の音や歌に「懐
かしいな」と感想を述
べ、敬老会を楽しみま
した。

ぼくたち　わたしたちの
歯 ピピカカピピカカだよ♪

３歳児健診で虫歯ゼロの
お子さんを掲載しています

■■　■■くん
■■■■ ■■■■

秋田谷　昊くん
あき た そらや

佐賀　心玲ちゃん
さ が れいみ

沼端莉里杏ちゃん
ぬま はた り り あ

ちゃん上野　琉葵
うえ の ある


